令和６年度　社会福祉法人来夢　事業報告

〈基本理念〉

互いを思いやり　安心して　ともに生きる
１　互いをかけがえのない存在として、思いやりと助け合いの精神
を大切にします。
２　ともに生きるという理念のもと、自由な自己実現を願い、共生
社会の実現に貢献します。
３　安心・安全をコンセプトに、参画・協働・連携して、多角的な
視点により事業を展開します。

Ⅰ　法人運営

１　事業概要
運営する３か所の生活介護事業と共同生活援助事業、相談支援事業については、提供する福祉サービスの質の向上を図り、利用者のニーズに応えられるように地域福祉の推進に努めました。生活介護事業所、共同生活援助事業所は外出行事等を積極的に増やし、活動の幅を広げました。

２　成果と課題
　法人および事業所の運営にあたり、利用者の主体性を大切にした活動の充実と、運営会議および委員会活動等をとおして職員の育成を図ることを柱に進めました。
[bookmark: _Hlk196299298]事業計画では重点施策として、人材育成体制を整備、事業の見直し等を掲げて取り組んできました。
人材育成体制の整備につきましては研修委員会を立ち上げ、内外の研修を動画配信システム「サポーターズカレッジ」で補完し職員全体の支援力の底上げを図ることに努め、管理者や新設したフロアリーダーには研修やミーティングをとおしてマネジメントについての理解を深め今後の事業運営を担う人材育成に努めました。管理者は次年度に向けて「来夢とは」を題材に外部講師を迎えた研修計画作りに取り組みました。
新たに立ち上げた新規職員採用プロジェクトではオンラインによる職員採用に取り組み、新卒者含め若手職員を確保することができました。
[bookmark: _Hlk196304307]収入の柱となる生活介護事業所の定員割れに対し、新規利用者集客プロジェクトを立ち上げ支援学校との連携、積極的な見学者の受け入れ等により各生活介護事業所の増員へと繋がりました。
相談支援事業は経験豊富な職員を１名増員しマネジメントの質の向上を図りました。機能強化型体制加算の整備により支援困難ケースへの積極的な対応に努め事業収益増となりました。
短期入所事業は、慢性的な来夢の家の職員不足により休止しました。
社会保険労務士との委託契約により就業規程等の見直しを行い働きやすい労働環境作りに努めました。
３　評議員会・理事会・評議員選任・解任委員会の開催状況
（１）評議員会
	開催時期
	議決・報告事項

	第１回
令和６年
６月１８日
	第１号報告　令和５年度事業報告について
第１号議案　令和５年度計算関係書類について
第２号議案　次期役員の選任について


（２）理事会
	開催時期
	議決・報告事項

	第１回
令和６年
６月３日
	第１号議案　令和５年度事業報告について
第２号議案　令和５年度計算関係書類について
第３号議案　令和６年度第１次補正予算について
第４号議案　給与規程の一部を改正について
第５号議案　臨時職員就業規程の一部改正について
第６号議案　評議員選任・解任委員会の委員選任について
第7号議案　次期評議員候補者の選任について
第8号議案　定時評議員会の招集について
第9号議案　次期役員候補の選任につて

第1号報告　理事長の職務執行状況について
第2号報告　令和5年度予備費流用状況について

	第２回
令和６年
６月１８日
	第１号議案　理事長選定について
第２号議案　評議員候補者の推薦について

	第３回
令和７年
３月８日






	第１号議案　令和６年度第２次補正予算について
第２号議案　令和７年度事業計画についてについて
第３号議案　令和７年度資金収支予算書について
第４号議案　給与規程の一部改正について
第５号議案　臨時職員就業規程の一部改正について
第６号議案　事業所管理者人事について

第１号報告　理事長の職務執行状況について
第２号報告　令和６年度予備費流用状況について

	（３）評議員選任・解任委員会

	開催時期
	議決・報告事項

	第１回
令和６年
６月１８日
	第１号議案　評議員の選任について





４　監査
（１）監事監査
令和６年５月２０日に法人の監事２名による監査を実施し、適正に執行されていることが確認されました。
（２）社会福祉法人指導監査
令和６年度はありませんでした。
（３）障害福祉サービス事業所実地指導
令和６年度の実地指導はありませんでした。

５　運営会議等の開催状況
	会議・委員会
	開催数
	人数
	おもな内容

	運営会議１
	１２回
	10人
	・法人の経営・運営に関すること
・事業所の運営に関すること
・利用者全般に関すること
・行事全般について
・各種委員会に関すること
・職員の研修・育成に関すること
・今後の経営・運営について

	防災委員会
	２回
	５人
	・BCPに関すること
・総合避難訓練について
・171防災伝言ダイヤルについて
・非常用個人ファイルの更新について

	保健衛生委員会感染対策委員会
	４回
	７人
	・健康診断について
・感染症対策について
[bookmark: _Hlk197333788]・食中毒について閲覧研修
・スタンダードプリコーション動画研修について

	安全衛生・安全運転委員会
	２回
	７人
	・労働安全衛生管理状況表について
・安全運転心得について
・公用車管理について
・事故防止マニュアルについて

	研修委員会
	４回
	６人
	・年間研修計画について
・サポーターズカレッジの動画研修について
・新規採用者研修について
・グループホームの研修方法について

	虐待防止及び身体拘束適正化委員会
	１２回
	10人
	・職員セルフチェックについて
・声かけbefore afterの取り組み・現状について
・虐待防止マネージャーとの面談結果について
・虐待防止対策について今年度の取り組み、振り返り
・身体拘束適正化検討について

	苦情解決委員会
	０回
	６人
	・苦情なし

	ハラスメント対策委員会
	１回
	５人
	・動画研修について


	ふれあい委員会
	４回
	7人
	・利用者自治会について
・職員親睦会について
・らいむまつりについて
・法人全体行事について



６　職員研修
（１）内部研修
	回
	実施日
	内容
	講師・係等
	対象者

	[bookmark: _Hlk164841794]１
	４月２３日
	虐待防止研修
昴における虐待防止の取り組み
	生活介護事業所昴　　中江務氏
	虐待防止委員６人
役職者６人

	[bookmark: _Hlk164842150]２
	５月1日
～３１日
	第１回BCP（事業継続計画）とは
	動画研修
（株）CoAct渡嘉敷氏
	全職員


	３
	７月１日
～３１日
	感染症の予防及びまん延防止に関する研修
	動画研修
（社福）武蔵野会　山内氏
	全職員

	４
	８月１７日

	虐待防止研修
食中毒について閲覧研修
法人の5年後、10年後の夢・希望
	よつば工房
佐治正光
	常勤職員

	５
	９月１日
～３０日
	障害者虐待とは
	動画研修
（社福）武蔵野会
山内氏
	新人研修

	６
	１０月７日
～３１日
	ストレスマネジメントの重要性
こころの耳
スタンダードプリコーション
	動画研修
公認心理師・藤堂氏
動画研修
（社福）武蔵野会
山内氏
	全職員

新人研修

	７
	１１月１２日

	虐待防止研修
第1回みんなで作ろう来夢の理念
第１回BCP（事業継続計画）とは
	よつば工房
佐治正光
動画研修
（株）CoAct渡嘉敷氏
	常勤職員

新人研修

	[bookmark: _Hlk196127484]８
	１２月２1日

	虐待防止研修
第２回みんなで作ろう来夢の理念
	よつば工房
佐治正光
	常勤職員

	９
	１月６日
～３１日
	第１回ハラスメントとは何か
	動画研修
（社福）武蔵野会
山内氏

	全職員

	10
	２月１日
～２８日
	BCPからBCMへ
	動画研修
（社福）武蔵野会
山内氏
	来夢の家
全職員

	11
	３月１日

	虐待防止研修
強度行動障害者の方への支援について
	生活介護事業所昴　石田慎吾氏
	全職員



（２）外部研修
	回
	実施日
	内容
	団体・講師等
	対象者

	1
	５月１７日
	令和６年度相談支援専門員研修
	とよはし総合相談支援センター
	相談支援専門員
１名

	2
	６月１０日
	虐待防止・身体拘束適正化措置内容把握研修
	愛知県社会福祉協議会（リモート）
	管理者３名


	3
	６月１０日
	虐待防止・身体拘束適正化研修

	愛知県社会福祉協議会（リモート）
	生活支援員1名

	4
	６月１０日
～１１日
	福祉保健関係業務従事者研修
	豊橋市社会福祉
協議会（リモート）
	相談支援専門員
２名

	5
	６月１８日
～１９日
	令和６年度新規採用者研修
	愛知県知的障害者福祉協会
	生活支援員1名


	6
	７月３日

	安全運転管理者講習
	愛知県公安委員会
	生活支援員1名


	7
	７月９日
	令和６年度共同生活援助事業所連絡会
	豊橋市
	相談支援専門員
１名

	8
	７月１１日
	令和６年度生活介護事業所連絡会
	豊橋市
	管理者４名

	9
	９月４日
	サービス管理責任者基礎研修

	愛知県社会福祉協議会
	生活支援員１名

	10
	９月６日
	東三セルプ療育研修会
	東三セルプ
もくせいの花
	生活支援員１名

	11
	９月２０日
	包括的相談支援体制構築のための
３圏研修会
	豊橋市社会福祉
協議会
	相談支援専門員
１名

	12
	９月２６日
～２７日
	第62回東海地区知的障害関係施設長等研究協議会
	愛知県知的障害者福祉協会
	生活支援員１名

	13
	９月３０日
	包括的相談支援体制構築のための
３圏研修会
	豊橋市社会福祉
協議会
	相談支援専門員
１名

	14
	９月３０日
	介護保険制度研修
	NPO法人昴
	相談支援専門員
１名

	15
	１０月２３日

	東三セルプ事務員研修
	東三セルプ
授産所ふくふく
	生活支援員2名

	16
	１０月２９日
～３０日
	サービス管理責任者更新研修
	愛知県社会福祉協議会
	管理者１名

	17
	１１月１２日
	障害者差別解消法を知ろう研修会

	豊橋市
	生活支援員１名

	18
	１１月２６日

	サービス管理責任者更新研修
	愛知県社会福祉協議会
	生活支援員１名

	19
	１１月２６日

	令和６年度意思決定支援研修
	愛知県知的障害者福祉協会
	管理者２名


	20
	１２月３日
～４日
	精神障害者の特性と支援方法に
関する研修
	愛知県
	生活支援員１名

	21
	１０月４日
～５日
	令和５年度福祉職員中堅職員研修
	愛知県社会福祉協議会
	生活支援員１名

	22
	１２月５日
	令和６年度東三河南部圏域意思
決定支援研修
	愛知県相談支援体制整備事業
	相談支援専門員１名

	23
	１２月１２日
	令和６年度防災研修
	愛知県知的障害者福祉協会
	管理者１名

	24
	１２月２０日
	令和６年度東三セルプサビ管研修

	東三セルプ
あけぼの作業所
	管理者１名

	25
	１月１７日
	担当者会議研修
	圏域アドバイザーほっとぴあ
	相談支援専門員２名

	26
	１月２４日

	愛知県グループホーム整備運営制度
令和６年度グループホーム相談会
	愛知県
	管理者２名

	27
	１月２６日
２月１６日
	自閉症の理解と支援セミナー
	愛知県自閉症協会・つぼみの会
	生活支援員１名

	28
	２月６日

	令和６年度コミュニケーション研修
	名古屋市
	生活支援員１名

	29
	２月６日
～７日
	令和６年度愛知県知的障害関係施設職員研究大会
	愛知県知的障害者福祉協会
	生活支援員２名

	30
	２月１５日
	東三セルプ共同研修会
	東三セルプ
豊橋市民センター
	管理者１名
生活支援員４名

	31
	３月７日
	令和６年度障害福祉分野のITC
活用研修
	豊橋市
オンライン研修
	管理者２名



７　職員の健康管理等
「安全衛生委員会及び健康・保健衛生に関する要綱」に沿って対応しました。
（１）健康診断の実施
全職員が定期健康診断を受診しました。再検査等の指摘を受けた職員に対しては個々に対応しています。
（２）メンタルヘルスの対応等
メンタルヘルス不調を未然に防止するため、厚生労働省が提供する「こころの耳（職場のストレスセルフチェック）」の利用を推奨し、職員によるセルフチェックの機会を設けストレスの度合いのチェックを行い、適時の職員面談を実施しました。
（３）労働災害
人数：１名
内訳：利用者の散歩中、利用者が興奮したため静止しようとしたら、ぶつかり転倒し肩、腰を打撲する。

８　利用者の健康管理等
利用者の健康管理等のため、健康診断の実施や感染症対策等をすすめました。
（１）健診および診察
（２）感染症について
①インフルエンザ等の感染予防対策
　・インフルエンザワクチン接種の支援（嘱託医接種）
・事業所内の換気・次亜塩素酸水による除菌の実施
・手洗いの励行、アルコール消毒、お茶の飲用等
②新型コロナウイルス感染予防対策
・簡易抗原検査の実施
・新型コロナウイルスワクチン接種の支援（嘱託医接種）
③新型コロナウイルス感染による事業所の休業・自粛等
　・ありませんでした。
９　第三者評価
令和６年度は、第三者評価を受審した事業所はありませんでした。

１０　苦情解決
令和６年度は、苦情解決に該当する事案はありませんでした。




Ⅱ　事業所運営

つばさ工房（生活介護事業所）

１　事業概要
利用者の方に対して、食事及び排泄の介護や日常生活に必要な機能の維持向上を目的とした各種の機会の提供、その他レクリエーションなどの活動をとおして安定した日常生活と社会参加への支援を行いました。また、地域のさまざまなサービス機関との連携の他、事業所での活動や地域での生活に必要な情報の提供及び助言等の支援を行いました。
【対象者：１８歳以上の障害者、定員２０名】

２　実施内容
利用者が安心して生活・活動できるように、障害特性や個性に配慮して個別支援計画を作成し、計画に基づいて必要な支援を行いました。新型コロナウイルスも５類感染症となり規制されていた事業所外活動にも取り組むことができるようになり、活動支援の幅を広げることができました。
（１）生活支援
障害特性やストレングスに応じ、プライバシーに配慮して、食事、排泄、更衣、整容ならびに挨拶・移動等の日常生活支援を行いました。
（２）社会活動支援
楽しく活動できるように環境を整え、地域生活に必要なルール、マナー等を毎日の活動の中で身につけられるよう支援しました。外食やお花見、動物園やカラオケなどへ出かけました。特にカラオケでは店舗内で食事もできたこともあり大いに盛り上がりました。
（３）作業活動支援
働く喜びを体感するため、個々の希望、適性を考慮して生産活動に参加する機会を提供しました。
（４）健康支援
健康状態の把握や感染症対策に努め、体調変化に細やかに応じられるように家庭等との連携を密に行いました。事業所内の消毒や加湿空気清浄機の活用、熱中症対策、次亜水噴霧器による外部からのウイルス侵入を防ぐ等、疾病予防に努めました。
体力作り活動は、個々の利用者の状況に対応しつつ工夫を重ね、昨年度よりも歩く距離を延ばしました。
（５）その他の活動支援
①パン教室・調理実習　　②エアロビクス・レクリエーション
[bookmark: _Hlk96502239]③自治会活動　　④クラブ活動　　⑤送迎支援






（６）おもな行事
	月
	活動内容
	月
	活動内容

	４月
	桜花見（向山大池公園）
	10月
	来夢合同ボウリング大会

	５月
	春遠足（ぎょぎょランド）
	11月
	秋遠足（サンテパルク）

	６月
	毛筆展見学
	12月
	らいむまつり、餅拾い、大掃除

	７月
	七夕飾り

	１月
	初詣、書初め展見学（パンとカフェ公園通り）、健康診断、
新年会（カラオケ）

	８月
	夏祭り、作品展見学（パンとカフェ公園通り）
	２月
	節分豆まき、梅花見（向山梅林公園）

	９月
	料理教室（流しそうめん）、
日帰り旅行（エアーパーク）
	３月
	お楽しみ会



３　成果と課題
集団作り（体制整備）の成果が表れた１年でした。体力作りは以前よりまとまって歩くことができてきました。桜花見、エアーパークやサンテパルクへの日帰り旅行では食事を皆で楽しむことができました。また、室内での健康器具を取り入れた体力作りも一定の成果が上がってきています。
　利用者の年齢や障害が比較的重たいことを考えると、体力、健康の維持のためにも軽運動を充実させていくことが必要と思います。

４　福祉実習、ボランティア受け入れ
	　　　月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	計

	実習生
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	ボランティア
	2
	0
	2
	0
	0
	2
	0
	2
	0
	0
	0
	2
	10



５　防災訓練
[bookmark: _Hlk197592056]令和6年度より義務化となったＢＣＰに基づき、地震、暴風雨等の自然災害対応、感染症対策に努めました。また火災、不審者対応等の防災に備えるため、毎月１回の訓練を実施し、防災意識を高められるよう努めました。
事業所間の情報共有と連携を高める訓練、災害伝言ダイヤルを活用して安否状況を確認する訓練を実施しました。

６　苦情解決
令和６年度は、苦情に該当する事案はありませんでした。

７　虐待防止
令和６年度は、虐待に該当する事案はありませんでした。
８　利用状況
（１）事業所利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　
	   月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	計

	利用者数
	19
	18
	18
	18
	18
	18
	19
	19
	19
	19
	19
	19
	223

	開所日数
	22
	23
	22
	23
	23
	22
	23
	22
	23
	23
	20
	23
	269

	延べ人数
	349
	369
	349
	360
	361
	344
	388
	364
	386
	377
	332
	384
	4,363

	1日平均
	15.9
	16.0
	15.9
	15.7
	15.7
	15.6
	16.9
	16.6
	16.8
	16.4
	16.6
	16.7
	16.2



（２）利用者の状況
・年齢別（令和７年３月３１日現在）　※平均：３７．４歳
	年齢
	１８～１９
	２０～２９
	３０～３９
	４０～４９
	５０以上
	計

	男
	0
	4
	4
	1
	1
	10

	女
	0
	2
	3
	1
	3
	9

	計
	0
	6
	7
	2
	4
	19



・障害支援区分別（令和７年３月３１日現在）　※平均：５．５
	区分
	３
	４
	５
	６
	計
	重度・強度行動

	男
	0
	0
	5
	5
	10
	10

	女
	0
	0
	4
	5
	9
	4

	計
	0
	0
	９
	10
	19
	14





よつば工房（生活介護事業所）

１　事業概要
利用者の方に対して、食事及び排泄の介護や日常生活に必要な機能の維持向上を目的とした各種の機会の提供、その他レクリエーションなどの活動をとおして安定した日常生活と社会参加への支援を行いました。また、地域のさまざまなサービス機関との連携の他、事業所での活動や地域での生活に必要な情報の提供及び助言等の支援を行いました。
【対象者：１８歳以上の障害者、定員２０名】

２　実施内容
利用者が安心して生活・活動できるように、障害特性や個性に配慮して個別支援計画を作成し、計画に基づいて必要な支援を行いました。
新型コロナウイルスも５類感染症となり、より以前のような活動に対応していく取り組みを行いました。
（１）生活支援
障害特性やストレングスに応じ、プライバシーに配慮して、食事、排泄、更衣、整容ならびに挨拶・活動等の日常生活支援を行いました。
（２）社会活動支援
楽しく活動できるように環境を整え、地域生活に必要なルール、マナー等を毎日の活動の中で身につけられるよう支援しました。
感染対策も兼ねて個別外出の機会を充実させて、利用者の心身のリフレッシュを図りました。
（３）作業活動支援
働く喜びを体感するため、個々の希望、適性を考慮して生産活動に参加する機会を提供しました。
（４）健康支援
健康状態の把握や感染症対策に努め、体調変化に細やかに応じられるように家庭等と連携を図りました。事業所内の消毒や加湿空気清浄機の活用、熱中症対策、次亜水噴霧器による外部からのウイルス侵入を防ぐ等、疾病予防に努めました。
（５）その他の活動支援
①パン教室・調理実習、②エアロビクス・レクリエーション、③自治会活動、④クラブ活動、⑤送迎支援
自治会では、誕生日プレゼントの取り組みを工夫し、習字クラブでは、「みんなのアート展」を始め各所への作品展示の機会を設けるなど、利用者主体の活動の充実を図りました。
（６）おもな行事
	月
	活動内容
	月
	活動内容

	４月
	桜花見「多米公園」
	10月
	秋遠足「のんほいパーク」、
来夢合同ボウリング大会

	５月
	
	11月
	外出行事「カフェ奏」、
外出行事「高師緑地公園」

	６月
	外出行事「たこ蔵」、毛筆展見学「くじら山」、中日書道展見学「愛知県美術館ギャラリー」
	12月
	らいむまつり

	７月
	七夕飾り
	１月
	新年会、書初め展見学「パンとカフェ公園通り」、初詣「豊川稲荷」

	８月
	来夢作品展見学「パンとカフェ公園通り」、夏祭り、
外出行事「うなぎパイファクトリー」
	２月
	節分豆まき、みんなのアート展見学「豊川市桜ケ丘ミュージアム」、
梅花見「向山梅林園」

	９月
	日帰り旅行「リニア鉄道館」
外出行事「竹島水族館」
	３月
	外出行事「菜の花まつり」



３　成果と課題
（１）新型コロナウイルス感染防止対策に留意しながら、一人一人に応じた活動が提供できました。
（２）強度行動障害の方やこだわりの強い方に対しては、落ち着いた環境で職員とマンツーマンで食事したり、気分の高ぶりを解消するために個別支援室を活用しました。
（３）軽自動車（日産クリッパー）の故障が続いていたため、新たに軽自動車（ホンダN-VAN）に買い替えました。
（４）今年度初めて少人数(４～５名)でのグループ外出を実施しました。全体での外出と違い、少ない人数ということで利用者の方々も伸び伸びと参加されていました。次年度は、公共交通機関の利用も検討していきたいと思います。
（５）よつば工房の前にある畑を借用し、さつまいもの苗を植えました。収穫したさつまいもは料理教室・おやつ作り教室をとおしてみなさんで美味しくいただきました。今後は、スケジュールを立て栽培する野菜の種類を増やしていく予定です。

４　福祉実習、ボランティア受け入れ
	　　　月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	計

	実習生
	2
	2
	0
	0
	2
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2
	8

	ボランティア
	0
	2
	0
	2
	0
	0
	2
	0
	2
	0
	2
	0
	10



５　防災訓練
　令和6年度より義務化となったＢＣＰに基づき、地震、暴風雨等の自然災害対応、感染症対策に努めました。
地震、暴風雨等の自然災害対応、火災、不審者対応等の防災に備えるため、毎月１回の訓練を実施し、防災意識を高められるよう努めました。
事業所間の情報共有と連携を高める訓練、災害伝言ダイヤルを活用して安否状況を確認する訓練を実施しました。


６　苦情解決
令和６年度は、苦情に該当する事案はありませんでした。

７　虐待防止
令和６年度は、虐待に該当する事案はありませんでした。

８　利用状況
（１）事業所利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　
	   月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	計

	利用者数
	20
	20
	21
	20
	20
	20
	20
	20
	20
	20
	20
	20
	241

	開所日数
	22
	23
	22
	23
	23
	22
	23
	22
	23
	23
	20
	23
	269

	延べ人数
	368
	390
	375
	395
	386
	375
	388
	366
	387
	375
	339
	389
	4,533

	1日平均
	16.7
	17.0
	17.0
	17.2
	16.8
	17.0
	16.9
	16.6
	16.8
	16.3
	17.0
	16.9
	16.9



（２）利用者の状況
・年齢別（令和７年３月３１日現在）　※平均：３９．８歳
	年齢
	１８～１９
	２０～２９
	３０～３９
	４０～４９
	５０以上
	計

	男
	0
	1
	6
	8
	0
	15

	女
	0
	1
	2
	2
	0
	5

	計
	0
	2
	8
	10
	0
	20



・障害支援区分別（令和７年３月３１日現在）　※平均：５．０
	区分
	３
	４
	５
	６
	計
	重度・強度行動

	男
	1
	1
	8
	5
	15
	10

	女
	1
	1
	2
	1
	5
	3

	計
	2
	2
	10
	6
	20
	13





実結の森（生活介護事業所）

１　事業概要
利用者の方に対して、食事及び排泄の介護や日常生活に必要な機能の維持向上を目的とした各種の機会の提供、その他レクリエーションなどの活動をとおして安定した日常生活と社会参加への支援を行いました。また、地域のさまざまなサービス機関との連携の他、事業所での活動や地域での生活に必要な情報の提供及び助言等の支援を行いました。
【対象者：１８歳以上の障害者、定員２０名】

２　実施内容
利用者が安心して生活・活動できるように、障害特性や個性に配慮して個別支援計画を作成し、計画に基づいて必要な支援を行いました。新型コロナウイルスも５類感染症となり、国の方針に従い少しずつ行事内容も以前のような活動に緩和していく取り組みを行いました。
（１）生活支援
障害特性やストレングスに応じ、プライバシーに配慮して、食事、排泄、更衣、整容ならびに及び挨拶・移動等の日常生活支援を行いました。
（２）社会活動支援
楽しく活動できるように環境を整え、地域生活に必要なルール、マナー等を毎日の活動の中で身につけられるよう支援しました。昨年度の好評も踏まえて、節分行事では事業所のオリジナル企画として寸劇を取り入れるなど、マンネリ化を脱却するように取り組んでいます。
明治安田生命が行うペットボトルのキャップ回収に協力し、玄関に回収ボックスを設置しました。
（３）作業活動支援
働く喜びを体感するため、個々の希望、適性を考慮して生産活動に参加する機会を提供しました。授産収入につながるシフォンケーキなどの製菓作りも今年度から内部販売を中心に活動を再開し、売り上げに貢献しました。
バザーなど販売時に向けて保護者の方の協力を中心に、バザーごとに新商品を追加することができ、バザーの売り上げに貢献しました。
夏頃から生花店「行きつけのお花屋さん」の下請けの作業が始まりました。ペーパーカットとオアシスセットの２つの作業を定期的にいただけるようになりました。
（４）健康支援
健康状態の把握や感染症対策に努め、体調変化に細やかに応じられるように家庭等と連携を図りました。事業所内の消毒や加湿空気清浄機の活用、熱中症対策、次亜水噴霧器による外部からのウイルス侵入を防ぐ等、疾病予防に努めました。
花育活動の一貫として、昨年度からより本格的に実結の森の駐車場内に花等の植物を育てました。駐車場のみに留まらず、玄関にも花を取り入れることにより季節を感じながら、色や香りから視覚や嗅覚を養い、心が和むように取り組みました。
希望者には嘱託医によるインフルエンザ、新型コロナウィルスのワクチン接種を実施し、感染予防に努めました。

（５）その他の活動支援
①パン教室・調理実習、②エアロビクス・レクリエーション、③自治会活動、④クラブ活動、⑤送迎支援
自治会の活動内容でお弁当・おやつの日の内容選びや、誕生日プレゼント渡しは、活動をとおして意見を話し合う場となり利用者間の親睦を深める機会となり、行事の楽しみも増していました。
帰りの時間帯に送迎車両の単独事故があり、幸い命に関わる大きな事故には繋がらなかったものの、利用者の方の大切な命を預かる責任の重さを再確認させられました。送迎時には平常心を保ち、心に余裕も持ち「事故を起こさない」という前向きな姿勢をもって取り組んでいきたいです。
⑥環境整備　
　　定期的に利用者の方と除草作業を行う。環境の整備と建物の維持管理には計画的にワックス掛け等を全室に行いました。
（６）おもな行事
	月
	活動内容
	月
	活動内容

	４月
	桜花見（のんほいパーク）
	10月
	秋遠足（のんほいパーク）来夢合同ボウリング大会

	５月
	料理教室、おやつの日、
美化活動（５３０運動）
	11月
	お弁当の日、おやつの日

	６月
	習字展見学、お弁当の日、
習字クラブ中日書道展見学
	12月
	らいむまつり、クリスマス会、大掃除

	７月
	七夕飾り、料理教室、お弁当の日
	１月
	初詣、お楽しみ会、書初め展見学（パンとカフェ公園通り）
健康診断

	８月
	作品展見学（パンとカフェ公園通り）、夏祭り（縁日）、料理教室
	２月
	節分豆まき、お菓子作り教室、
お弁当の日

	９月
	おやつの日、日帰り旅行（エアパーク）
	３月
	春遠足（総合スポーツ公園）



３　成果と課題
（1） 新型コロナウイルス感染防止対策に留意しながら活動を進めていましたが、夏に利用者さんが感染し蔓延してしまいましたので、今後も利用者さんの体調管理には気をつけ、感染の予防に努めます。
（2） 新型コロナウイルス感染防止対策が緩和したことにより、見学や受け入れ体験の希望が増えてきました。また今年度から歯科衛生士の臨地実習を受け入れ、実習をとおして障害者への理解に努めました。またボランティアも同様に積極的に受け入れを実施し、風通しの良い事業所を目指しました。
（3） 職員の休職や退職等が重なり、職員の少ない中でも、支援目標を変更することなく取り組むことができましたが、職員一人ひとりの支援の幅を広げて、少ない人数の中でも変わらない支援を提供できるように励んでいきたいと思います。
（4） 屋外の腐食していたウッドデッキ（南側）を修繕し、怪我をする危険性がなくなりました。北側のウッドデッキも修繕が必要です。
（5） 和室の畳が経年劣化により痛んできたため、表替え（樹脂）を行いました。
（6） 故障が多かった送迎車キャラバンをリース契約で新しくしました。


４　福祉実習、ボランティア、福祉体験受け入れ
	　　　月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	計

	実習生
	2
	2
	0
	0
	3
	0
	0
	0
	0
	0
	1
	1
	9

	ボランティア
	1
	0
	1
	3
	3
	1
	0
	1
	0
	0
	1
	2
	13

	福祉体験
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2
	0
	0
	0
	0
	2



５　防災訓練
　令和6年度より義務化となったＢＣＰに基づき、地震、暴風雨等の自然災害対応、感染症対策に努めました。また火災、不審者対応等の防災に備えるため、毎月１回の訓練を実施し、防災意識を高められるよう努めました。
事業所間の情報共有と連携を高める訓練、災害伝言ダイヤルを活用して安否状況を確認する訓練を実施しました。
災害時に備えて備蓄の見直しとして、非常食を長期保管できるものに買い揃えました。賞味期限が25年間もち、日本製のため味も品質も保証されています。

６　苦情解決
令和６年度は、苦情に該当する事案はありませんでした。

７　虐待防止
令和６年度は、虐待に該当する事案はありませんでした。

８　利用状況
（１）事業所利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　
	   月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	計

	利用者数
	19
	19
	19
	19
	19
	19
	19
	19
	19
	18
	18
	18
	225

	開所日数
	22
	23
	22
	23
	23
	22
	23
	22
	23
	23
	20
	23
	269

	延べ人数
	349
	363
	338
	332
	353
	343
	369
	342
	350
	337
	291
	340
	4,107

	1日平均
	15.9
	15.8
	15.4
	14.4
	15.4
	15.6
	16.0
	15.6
	15.2
	14.7
	14.6
	14.8
	15.3







（２）利用者の状況
・年齢別（令和７年３月３１日現在）　※平均：４６．４歳
	年齢
	１８～１９
	２０～２９
	３０～３９
	４０～４９
	５０以上
	計

	男
	0
	1
	4
	2
	3
	10

	女
	0
	0
	1
	3
	4
	8

	計
	0
	1
	5
	5
	7
	18




・障害支援区分別（令和7年３月３１日現在）　※平均：５．０
	区分
	３
	４
	５
	６
	計
	重度・強度行動

	男
	0
	4
	1
	5
	10
	5

	女
	1
	3
	0
	4
	8
	2

	計
	1
	7
	1
	9
	18
	7






来夢の家（共同生活援助事業所・短期入所事業所）

１　事業概要
利用者の方に対して、入所施設ではなく、地域の中で生き生きと楽しく活用する事業所として地域のさまざまなサービス機関との連携の他、事業所での活動や地域での生活に必要な情報の提供及び助言等の支援を行いました。
【対象者：１８歳以上の障害者、定員１４名】

２　実施内容
利用者の方が安心して地域生活を送ることができるように、障害特性や個性に配慮して個別支援計画を作成し、計画に基づいて必要な支援を行いました。

（１）生活支援
利用者個人のプライバシーに配慮して、食事、排泄、入浴、整容、挨拶等の日常及び夜間における生活支援を行いました。
（２）社会活動支援
地域の一員として地域の行事に参加できるよう地域生活に必要なルール、マナー等を身につけられるよう支援しました。
（３）健康支援
健康状態を把握するためバイタルチェックや感染症対策に努め、事業所内の消毒や加湿空気清浄機の活用、熱中症対策、次亜水噴霧器による外部からのウイルス侵入を防ぐ等、疾病予防に努めました。しかし新型コロナウイルスやインフルエンザ等の感染者が発症した時は快く保護者の方が帰省を受け入れてくれました。
（４）おもな行事
	月
	活動内容
	月
	活動内容

	４月
	
	10月
	

	５月
	端午の節句
	11月
	

	６月
	
	12月
	冬至、クリスマス会、忘年会

	７月
	七夕、土用の丑
	１月
	初詣、新年会

	８月
	
	２月
	節分祭

	９月
	
	３月
	ひな祭り


　※誕生者該当月に誕生日会実施

３　短期入所事業　受け入れ実績
	　　月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	計

	延べ人数
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0





４　成果と課題
（1） 夜勤支援という業務の特殊性もあり、職員確保の難しさから余裕のない職員配置となり、計画していたお楽しみ会は中止しました。そのような状況の中で少しでも利用者のニーズを受け入れることができるように、法人内で事業所兼務の職員配置を行い、状況の改善に努めることができました。今後も引き続き安定的な事業所運営、利用者のニーズを受け入れができるように、求人活動や職員の確保に努めます。
（2） 不具合の出ていた洗濯機１台と衣類乾燥機１台を新しくいたしました。
（3） 短期入所事業は、利用者のニーズは高いものの、職員不足もあり利用希望に応えられないため、運営に十分な職員が確保できるまで短期入所事業の休止を継続する方向です。

５　福祉実習、ボランティア受け入れ
	　　　月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	計

	実習生
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	ボランティア
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0



６　防災訓練
令和６年度より義務化となったＢＣＰに基づき、地震、暴風雨等の自然災害対応、感染症対策に努めました。また火災、不審者対応等の防災に備えるため、毎月１回の訓練を実施し、防災意識を高められるよう努めました。
事業所間の情報共有と連携を高める訓練、災害伝言ダイヤルを活用して安否状況を確認する訓練を実施しました。

７　苦情解決
令和６年度は、苦情に該当する事案はありませんでした。

８　虐待防止
令和６年度は、虐待に該当する事案はありませんでした。

９　利用状況
（１）事業所利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　
	   月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	計

	利用者数
	14
	14
	14
	14
	14
	14
	14
	14
	14
	14
	14
	14
	168

	開所日数
	30
	31
	30
	31
	31
	30
	31
	30
	31
	31
	28
	31
	365

	延べ人数
	409
	425
	411
	397
	416
	407
	413
	414
	389
	377
	385
	424
	4,867

	1日平均
	13.6
	13.7
	13.7
	12.8
	13.4
	13.6
	13.3
	13.8
	12.6
	12.2
	13.8
	13.7
	13.3






（２）利用者の状況
・年齢別（令和７年３月３１日現在）　※平均：４８．５歳
	年齢
	１８～１９
	２０～２９
	３０～３９
	４０～４９
	５０以上
	計

	男
	0
	0
	0
	７
	３
	10

	女
	0
	0
	0
	３
	１
	4

	計
	0
	0
	0
	10
	４
	14



・障害支援区分別（令和７年３月３１日現在）　※平均：５．４
	区分
	３
	４
	５
	６
	計
	重度・強度行動

	男
	0
	１
	５
	４
	１０
	７

	女
	0
	0
	１
	３
	４
	３

	計
	0
	１
	６
	７
	１４
	１０






サポートらいむ（相談支援事業所）

１　事業概要
障害のある人、または就労、子育てに不安がある人の思いに寄り添い、能力や特性に応じて自立したその人らしい生活が送れるように相談支援を実施しました。生活に不安がある人に対しては適切な情報提供等を行い、不安の軽減が図れるように支援しました。
（１）一般相談
（２）計画相談
（３）障害児相談
（４）関係機関との連携による個別支援会議及びサービスの調整
（５）地域ニーズの把握と課題の解決

２　実施内容
（１）サービス等利用計画の作成
　　　　９７件（前年度　６２件）
（２）サービスの調整（モニタリング）
　　　　４９２件（前年度　２９３件）
（３）一般相談と関係機関との連携（前年度　１，１７６件）
	訪問
	来所
	同行
	電話
	支援会議
	その他
	合計

	1,１５１
	７
	１５６
	１５
	１１５
	１４９
	1,５９３


（４）個別支援会議（担当者会議）の開催
　　　　１０７件（前年度　６２件）

３　成果と課題
　相談支援専門員の増員等により機能強化型体制となり、より質の高い支援を提供できるようになりました。一時は事業所の休廃止等の検討も視野に入れるほどでしたが、収入も増加傾向にあり令和６年度も増益となりました。このような状況を踏まえ、安定的に事業の継続が図れるよう取り組んでいきます。

４　利用状況
	　　　月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	合計

	相談者
児数
	者
	98
	97
	83
	91
	93
	89
	87
	85
	75
	107
	81
	84
	1,070

	
	児
	38
	39
	39
	19
	24
	30
	27
	33
	31
	32
	15
	53
	380

	
	合計
	136
	136
	122
	110
	117
	119
	114
	118
	106
	139
	96
	137
	1,450



　５　防災訓練
令和6年度より義務化となったＢＣＰに基づき、地震、暴風雨等の自然災害対応、感染症対策に努めました。事業所、利用者の方との情報共有と連携を高める訓練、災害伝言ダイヤルを活用して安否状況を確認する訓練を実施しました。
Ⅲ　事業報告の附属明細書

令和６年度の事業報告には、定款第３４条第１項第２号に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成しない。
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